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しろはく活動記録  

古地図と城の泉 第５１号  

        朝鮮の役島津義弘建立供養塔拓本 

五十三次名所図会全五十五枚揃広重 

        石川流宣大日本図正徳５年 

        大江戸御本丸大奥向惣絵図万延再建 

        江戸版城郭用語辞典 武備鈔略解 

                           平成２９年９月１日 

しろはく古地図と城の博物館 富原文庫 

――――――――――――――――――――――――――――― 

  城郭現地調査報告及び資料調査 博物館事業報告 

１・朝鮮の役島津義弘建立供養碑拓本 慶長  八月十五日於全羅道南原

表大明国軍兵数千騎被 討捕之内至当手前四百二十人伐果畢 同十月朔日於慶尚衟泗川表大明人

八萬余五撃亡畢 為高麗国在陣之間敵味方鬨死軍兵皆令入仏道也 右於度戦場味方士卒当弓箭刀

杖被討者三千余人海埵之間 横死病死之輩具難記乎 慶長第四記歳六月 薩州島津兵庫頭藤原朝

臣義弘 同子息少将忠恒建之 

 秀吉による朝鮮侵略戦争の後半、慶長の役に於いて日本軍が全羅道南原城攻めを行った際の記録

であり、欠落している年号は慶長２年１５９７年である。８月１３日宇喜多秀家を大将とする日本

軍は南原城を包囲、北面は１６日島津義弘、加藤嘉明が囲み、激戦の上、南原城は陥落した。泗川

の戦いは翌慶長３年１０月１日、泗川新城に攻めよせた明朝鮮連合軍３７０００人を島津義弘７０

００人が撃退した戦い。戦後１５日には日本軍撤退命令が出されている。これは慶長４年６月島津

義弘が高野山に建立した供養塔の拓本である。採択時点で石の欠損があり、原拓であるが、痛みが

激しく全面裏打ちを行い補修した。写真を掲載しようとしたところ目録作成したばかりにもかかわ

らず、行方不明である。 

２・富原文庫本江戸始図慶長  

 注目を集めて新聞紙上をにぎわしている江戸始図が出てきた。内容は天下人の城展に展示され 

、新聞紙上で話題を集めた絵図と変わらない。見た目は軍学者が江戸城を想像して描いた兵法城 



絵図としか思えない。実在の城を取り上げて、築城学の研究対象とすることは多い。緻密な縄張 

は兵法上の絵図に多く見られる。天守は単なる複合式であり、連立式ではない。 

 

 

３・伊賀上野御城廓並東大手図等６枚 彩色絵図 東大手門絵図・西大手門絵図・

京口橋絵図・本丸東藤堂釆女御代居図・本丸西図・本丸全体図 

 前回、富原文庫所蔵城絵図の悉皆調査したところ、伊賀上野城の絵図が３種出てきた。１枚は 

開運なんでも鑑定団に出した修理絵図、１枚は陸軍省城絵図である。あと一点今回公表したのが 

本絵図である。 



 絵図は御城廓並東大手図と題し、絵図のみで文字情報は記載されていない。 

 本丸絵図 天守台、水堀、高石垣が描かれているが、特徴的なのは東に位置する藤堂長門郭 

の出枡形と周辺土塀が鳥瞰図的な描かれ、作図当時の現存状況を表している。３紙に描かれてい 

るが西の１枚が欠落している。 

 東大手門、西大手門絵図 ２枚。南側から俯瞰し、水堀と土橋、枡形を描く、東西とも水堀側 

の多門と一の門は描かれず、３方の多門と２の門が描かれる。その景観は福井健二さん編纂の絵 

図から見た上野城の旧阿山郡役所文書と同一である。 

 京口橋絵図 二之丸西側にある木橋の絵図。城内側の木戸、冊列、木橋の土台石垣、木橋の形 

状を描写する。 

 本丸東西分割絵図 ２枚で本丸全体を描く、鳥瞰図的ではなく垂直方向から見ているため、藤 

堂長門郭の出枡形北側の構造も記される。石垣も視点を変えているため、構造上の差異を見るこ 

とができる。 

 

左小欠 



 

 

始めてのスマホ撮影、パソコン取込み不慣れであまりうまくいきませんでした。 

新収集情報報告 

  掲載は入手順に入手後、翌日に記載しています。メモ代わりの備忘録ですので順不同です。 

 掲載分類は城郭図、城郭錦絵は城郭、群馬地図、資料は群馬、錦絵地図は錦絵、地図類は航空写

真も地図、錦絵軍事、砲術、調練は軍事、後はタイトル通りです。 

１・古絵図・古地図 

 松本市路線価図 ４枚 唱和３６年 

 調布玉川絵図 昭和２８年 西多摩郷土研究の会 限定４００部 長谷川雪提 

 台湾産業分布図 台湾総督府民政部殖産課 大正元年 

 飯田町略図 大平自動車株式会社 飯田町及上飯田町略図案内 広告・名所写真・伊那電鉄各駅

名・時刻表  



 静岡市全図 大正１５年 静岡市土木課編纂  

 彦根市街地図 昭和４年 文泉堂 

 実測番地入浦和町地図 ５０００分Ⅰ 昭和２年 古沢勇 

 平市全図 １００００分Ⅰ 刊記無 

 伊村・大正町 陸軍士官学校調製・陸地測量部製版 ２万分Ⅰ 架空地名による測量図  

 河北分県詳細図 刊記無 天津・北平市図・清苑県城図  

 神戸市街地東部 １００００分Ⅰ 神戸市 

 近江国蒲生神崎愛知郡絵図 彩色絵図 

 長野県上水内村地内柳原村古里村地籍図 明治２５年 大量 彩色絵図 

 対馬外寇史料・対馬図 明治２８年  

 哈爾濱市街全図 昭和５年 宝珠山弥高 裏広告写真全面 

 江戸絵図 嘉永５年 須原屋茂兵衛 

 伊豆伊東温泉場全図 大正８年 雪古画 福住屋商店 

 量地図説 嘉永５年 冨田保敬 木版 測量絵図多数 

 大日本絵図 弘化４年  

 陸奥国下北郡田名部恐山之絵図別当圓通禅寺 木版 明治２６年 熊谷全応 

 坂本警察署管内図 東京浅草 

 長崎市観光案内図 裏全面広告 

 樺太全図 文明堂納 

 大阪市図 大正９年 和楽路屋 

 京城府市街略図 朝鮮総督府鉄道局 昭和１２年 

 鹿児島市街図 １００００分Ⅰ 鹿児島市交通局 昭和２６年 鹿児島市地図協会編  

 津山市街図 昭和２２年 裏全面広告 岡山文化振興研究会 

 日本商工業別明細図飯塚市 昭和２７年 裏全面広告 

 盛岡市街地図 盛岡観光協会 

 八幡市商工地図 昭和２５年 裏商工業者一覧 

 台東区全図 昭和２８年  

 名古屋市全図 広瀬直道 

 日本商工業別明細図能代市 昭和２７年 根元弘 

 釧路市内図 東邦交通株式会社  

 熊本市街地図 昭和１６年  

 福岡市街全図 昭和２９年 同潤社 

 那須九湯明細案内図 明治３９年 大金善助  

 大日本常陸国筑波山社図 明治１９年 細密鳥瞰図 桑原武吉 銅版 

 高野山明細図 明治４２年 石版細密鳥瞰図 平田永吉 

 東京市街電車鉄道案内図・東京全図 明治４２年 

 台湾測量原図自蘓澚至宜蘭道略図 鉛筆書き測量原図 ５万分Ⅰ  

 地質調査所地質図 飛島・酒田 ７５０００分Ⅰ 昭和７年測量 商工省 

 軍事秘密極秘集成五万分一地形図一関第一号 参謀本部 釜石大船渡 昭和２０年製版 同一

地図２１枚 

 大日本図 石川流宣 正徳５年 武陽江府書林山口屋権兵衛 １７１５年 

 最新実測姫路市街地図 昭和１２年 赤西猶松  



 大日本職業別明細図足利市・館林町・太田町・尾島町・福居・富田 大正１３年 東京交通社 

 宇都宮市地図 昭和１６年 宇都宮市国民学校連合研究会 

 最新実測宇都宮市街地図 宇都宮市役所 戦前 刊記無 

 最新刊地番入仙台市街全図 昭和１１年 盛文館 

 支那北京市街図 小宮寛制編 博文館 明治２７年 銅版色刷 

 善光寺境内並長野市街地図 明治石版 吉祥院施版 

 重慶市街図 戦前刊記無 

 大日本職業別明細図新宮市・田辺町等 昭和８年 

 大日本職業別明細図和歌山市 昭和５年 

 最新松山道後市街地図 昭和１０年 岡野勇 

 福井市街全図 ６０００分Ⅰ 戦前 刊記無 

 実測最新奉天市街地図・奉天附属番地入実測図 昭和４年 宮坂徳一郎 

 清明上河図 真絲織錦画 織物  

 最新熊本市街地図 昭和１４年 駸々堂旅行案内部 裏名所史跡案内 

 実測新版山形市全図 昭和２年 小池長三郎 

 最新北村山郡地図 松田豊作  

最新番地入福島市全図 昭和５年 

 最新飯坂温泉全図 昭和８年 板橋秀成 裏温泉案内 

 東西蝦夷山川地理取調図十三従東部クスリ領アツケシ従西部シャリ領エチヤタニ迄 松浦竹四

郎著 木版色刷 

 東西蝦夷山川地理取調図十八従西部モンヘツ領エノムコタン従同領トウフツコイトイ 松浦竹

四郎著 木版色刷 

 旧幕府聖堂釈尊図 学問所構内絵図・仲春丁祭之図甲乙２枚・仲春丁祭附図甲乙２枚 

 附録学校図 旧会津藩日新館之図・旧岡山藩閑谷学校之図・旧岡山藩学校之図・旧名古屋藩学

校之図・旧仙台藩養賢堂之図・旧山口藩明倫館之図・足利学校総絵図・旧佐賀藩弘道館之図・旧

水戸藩弘道館之図・旧加賀藩文武学校之図・旧福山藩誠之館之図・旧津藩有造館之図 

 宇都宮市及第十四師団全図 色刷 戦前 

 最新刊地番入仙台市全図 昭和六年 石川一 色刷 袋付 

 天津 陸軍作成 無刊記 

 廣嶋市街実測正図 明治二九年 松村善助  

 南上海特別区地域計画図 昭和１３年 大谷光瑞 

 山形県管内全図各郡村里程附 明治２３年 木村政明 石版２色刷 

 改正小樽区之図 大正七年 小樽区役所編纂 

 北海道帝国大学農科大学農場案内 戦前 

 明治４０年改正熊本市明細案内地図 坂田善次  

 実測番地入鹿児島市街地図 土橋兼良 昭和１３年 

 下総国輿地全図 木版色刷 嘉永２年 鶴嶺戊申著塚田為徳図  

 越後国絵図 彩色絵図 肉筆 北陸道二本木宿問屋宮尾宗作方房 

 安城町全図 ２万分Ⅰ 刊記無 

２・古典籍・古記録 

 宗旨送り手形之事 嘉永４年 親・庄屋・寺 市橋下総守殿百姓蒲生郡鏡村平八倅金弥ト申者年二

十六才其御村方九左衛門方江養子之遣し申し候右之者宗旨在代々天台律宗坂本西教寺末蒲生郡鏡



村真照寺檀那  御座候 御公儀様 御法式 切支丹宗門以下中略 尾州様御領分蒲生郡西川村

庄屋小兵衛殿正光寺殿 

 新貨條例 明治４年 官版 木版 

 安楽問弁 安永８年 貝原益軒 木版 

 北越小栗実記全１０巻５冊 写本 

３・印刷資料 

４・錦絵・引札・双六・絵葉書・古写真 

 大日本養蚕歴史画・長野県蚕種大家一覧表 明治３２年 高島京言多  

 五十三次名所図会全五十五枚揃 一立齋広重 大判日本橋から京まで 木版色刷 安政二年七

月八月極印 江戸城・品川台場・吉田城・岡崎城・桑名城・亀山城 

 秘蔵版歌麿 昭和３１年 歌麿研究会 限定１０００部 木箱入り 木版５枚入り 

 高崎道中納札 日本橋雪の曙・神田明神前・板橋宿・蕨戸田川渡・上尾加茂社・桶川曠原夕立・

鴻巣宿・熊谷八丁堤の雪・深谷の駅・本庄神流川・新町宿・倉賀野宿 ７枚 

５・軍事資料・武器武具 

 第七師団明治参拾七八年日露戦役凱旋記念 写真８図 明治３９年 川島籐三郎 

近衛歩兵第一旅団兵営之図 石版 明治２９年 橋都偽助  

 野戦砲兵第一旅団四個連隊兵営之図 明治３８年 内藤伊三郎 

 海軍砲術提要巻２ 大砲絵図多数  

 玉砲術目録 秘伝書 東山直重花押朱印 小筒之図・種ヶ島之図・角場小屋図 写本 

 甲州流兵学門第張 文政１０年６月２６日改 阿川権五郎 

 甲州流兵学門人姓名 助教赤尾加兵衛・阿川権助  

 甲州流兵学勤怠張 文政８年１１月２５日改 阿川権助 

 甲州流門弟名前張 天保１０年２月差出控 阿川五七郎 

 荻野流鉄砲秘伝書 天明５年 長谷百蔵 

６・城  

 丹波国篠山御城絵図 昭和６年 吉井鉄四郎 軸装 

 小諸なる古城のほとり書 軸装 碧水 

 膳城烈士伝並遺稿 明治１８年 南崖永元原蔵編 膳城烈士伝全・膳城烈士遺稿上中下３冊 

 史籍集覧原城記事全２０巻８冊 明治１６年 和装本 

 弘前城木版画 １９７２年 ９６／２００ 高木志朗 木版色刷  

 リトグラフ城２題 城名、作者記名無 高木志朗風 

 岐阜城水彩画 ５４Ｘ７９ＣＭ 額装６１Ｘ８６ＣＭ 書名朱印あるも読めず 

 姫津線全通記念国防と資源大博覧会絵図 会場姫路城下 昭和１１年４月１日～５月１０日 

姫路市主催  

 大江戸御本丸奥向惣絵図 万延元年１８６０年再建絵図 大絵図 

 越後古城附・越後国古城主附並石高附・当国往古古城主附近村古城附・榊原式部  様御時代

村上十五万石村附髙帳の附録・越後名寄巻之八古城跡・越後土産初編古城跡・大名旗本領分預り

所・古碑墳墓の部・越後治乱記附録 全２冊 城主記 明治１０年写 与板町三輪 

 武備鈔略解全 安政六年翻刻 山田影踏 木版 本大将・備立・行軍・陣法・城攻・籠城・夜

軍・武者奉行・士大将・足軽大将・歩行士頭・足軽頭・旗奉行・槍奉行・陣場奉行・小荷駄奉行・

普請奉行（城パーツ用語解説・現在の研究者の用語との対比必要）・物見・目付役・間者・士卒・

戦功・城攻の功・夜軍の功・後レロノ功・臆シタル働・大臆病ノ働・足軽 早い機会に復刻した



い 

 城郭文献 史跡松本城二の丸太鼓門枡形発掘調査概報・古井の森城跡の発掘高知県土佐郡土佐

山村・中里城跡環境整備基本構想・箕輪城跡千葉県沼南町・史跡江馬氏城館跡下舘跡地区整備工

事報告書・房総の近世城郭・特別史跡名古屋城跡本丸御殿跡第九次・仙台城跡地震災害石垣復旧

事業及び史跡整備事業報告書中門跡清水門跡・特別史跡大野城跡整備事業大宰府口城門尾花地区

百間石垣整備事業報告・神石町山城分布調査書広島県・和歌山城郭研究第１４号・１５号・１６号・ 

日本から城が消える・水戸城明治３３年関戸覚蔵和装本２冊合本・熊本城跡発掘調査報告書４三の

丸地区・熊本城調査研究センター年報３・熊本城復興に向けて・ 

 購入控え資料 春日山日記１９冊９１０００円端本で３冊不足のため・肥前国島原城絵８５００

０円・久留米城下町割図２５万円・ 

７・群馬県史料 

 上州四万温泉全図 昭和３年 田村茂三郎 

８・その他 

 あとがき 

１・所蔵資料目録の後編編纂中 １年後としていた古城絵図目録後編であるが、ある日突然激痛に

見舞われて医者に駆けこんだら痛風と言われた。退任後、アルコールは摂取していない。鎮痛薬を

いただき、収まったが、毎分数回の激痛には驚かされた。さらに、２ヶ月に一回通院している医院

に薬をもらいに行ったら、突然、即、大病院への２週間入院と言われた。何とか調製し東京ビック

サイトの催事が終了する９日から２３日まで入院することとした。精神年齢と情熱は日本城郭近畿

学生研究会からタイムスリップして２０歳であるが、体は古稀、何があるかわからない。そこで、

来年と言っていた富原文庫所蔵絵図の後編として、所蔵古城絵図の悉皆調査を継続することとした。

前編でまとまりのある城絵図を調査、後編ではテーマで取り分けた古城絵図や展示会対応の分類絵

図、館内展示絵図類を網羅する予定であるが、入院のため中断した。出来れば今号に収録したい。

時間と命との闘いである。ただ、調査に手間がかかる古典籍、額装絵図、軸装絵図、小型城絵図類

は後日補編を編纂せざるを得ない。早く所蔵絵図の全容を把握したい、６０年の収蔵であり、忘却

しているものや、出てこない絵図も多く或る。中学１年で武教全書を購入依頼６０年、大阪、金沢、

東京と住居を移し、出張で全国飛び歩いた履歴は半端ではない。ある時はコレクターとして、ある

時は城郭研究家として、また、ある時は骨董商、古書籍商、古美術商のプロの目で募集に対応、城

絵図についてはその内容と量は公共機関に比壁している。所蔵絵図の問い合わせはお断りしている。

とても対応できない。命ある限り、５年以内にすべての古地図、銃砲、城郭文献を処分し、５年後、

すべての城郭絵図を整理したい。山県謙二さんの貴重な城郭文献も希望者への頒布後、責任ですべ

て買取させていただいた。これらはいずれ日本の古本屋化、ヤフオクに掲載したい。 

２・２週間の入院生活 

 退任後は終日、２４時間、城三昧である。現役時代は印刷産業の未来にかけた充実した日々だっ

たが、城については調査も研究する時間も取れなかった。全国と世界を飛び回り、城郭資料の募集

に努めた。古稀を迎え、急速に体力が衰えた。山城調査の体力が取れないのは無念である。人生出

来る時にやる。その中での突然の入院である。１５日間、インターネットが使えない。ヤフオクの

処理が出来ない。ネットは４時間帰宅し、留守中の自動返信を設定対応。ヤフオクの落札は慣れて

きて、スマホで代用した。落札後の手配が出来ないため、パソコンの技術顧問である娘に依頼した。

２４時間ｘ１５日、３６０時間の城タイムが消滅、大きな痛手である。周りは働きすぎ、良い休み

の機会と言ってくれるが、心は休まらない。大量の城文献を病室に持ち込んだ。入院生活は意外と

快適であった。当初、検査時間に追われ、カロリーの少ない病院食に、仕事も出来ず、イライラが



募ったが、慣れてみるとスマホもパソコンも充電の心配がない、ベッドはリクライニング読書は楽、

お茶と冷水は飲み放題と出張と比べても快適な生活である。ただ、テレビの予約録画できず、ニュ

ースを見るぐらいであった。ただ、終日かけて処理していた城郭資料の整理が出来ないことは大き

なストレスである。ただ、病院スタッフはすこぶる親切、先生もよく相談に乗ってくれ治療はわか

りやすい。感謝に堪えない。ちなみに入院時の病名は糖尿病、異常な数値は血糖値５４０、ＨＢＡ

１Ｃ１２，７という考えられない高血糖であった。筋力減退、白内障、眼底出血、痛風と近似の諸

症状の原因を突き詰めた。 

３・陸軍省城絵図の回想 

 入院したことで持ち込んだ城郭資料の手始めに陸軍省城絵図を詳細に見直した。丸２日かけて５

人がかりで撮影した１２４枚の絵図、広げ、撮影、再び折りたたみ収納するこれを１２４回やった。

戎光祥出版の伊藤社長、安中フォトスタジオの富沢一社長、奥様、小生と嫁さん、段取り良くスム

ーズに行けたのは奇跡的であった。伊藤社長から絵図の解説を突然依頼されたが、考えれば、絵図

をみながら自分でやる以外にない。１２４城絵図を広げ、記載内容の全確認、解説を１週間でやり

遂げたのは手元にある５万冊の城郭文献のおかげである。最小限必要な事項、幕末の城主、絵図の

特定理由、絵図の内容、所在地、特徴、サイズを数行でまとめた。解説はこれまで関西城郭研究会

の機関誌城に発表した論文から、編集部で適時採録された。発見の経緯と類似絵図の現状の調査報

告である。個々の絵図解説は予期していなかった。編集作業は編集部任せで、実にうまく研究者の

立場を理解できるように配慮いただいた。全体図、部分拡大図、場合によっては数ページに配慮い

ただいた。オールカラーで９８００円というのも破格であった。当初は１５０００円という計画で

あった。諸国存城、廃城調書は後で加えていただいた。絵図調査の結果としての記録である。高田

さんには絵図の活用方法について、突っ込んだ提示をいただいた。さすがというほかない。絵図を

始めてご覧いただいた幕末城郭研究の第一人者、森山先生には絵図作成の背景について、詳細な論

文をいただいた。お二人には感謝である。校正は絵図解説と論文について行ったが、絵図は見てい

なかった。提出後の絵図の取り違えを１枚見過ごした。製本完成後であり、伊藤社長には大きな迷

惑をかけてしまった。概要部分を印刷し、差し替えして製本するという作業で出版が１０日ほど遅

れた。しかし、まったくわからないほど修復出来ていることに驚いた。出版後は各地から大きな反

響をいただいた。一部の教育委員会さんから地区の城絵図１枚を数十万で購入したいとの申込みも

いただいたが、この絵図群を分散させることは出来ない。展示の依頼もあり、現在、徳川美術館で

５城絵図展示公開中である。多くの方に見学いただき、詳細な絵図に賞賛いただいた。いつか１２

４城絵図すべてを一堂に公開する機会があれば、対応したい。又、大分城址公園整備活用基本計画

に掲載されるなど各地で城跡公園の整備に生かされている、絵図公開の目的は果たされた。 

４・日本城郭近畿学生研究会の設立経緯 

高田さんから質問があり、整理してみました。 

昭和４１年３月３日日本城郭協会学生研究会近畿支部設立の呼びかけ葉書、橋本楯夫氏ヨリ 

３月８日学研会長金原仁入洛、協会近畿支部長桝田巌氏と設立検討、橋本楯夫 

４月６日日本城郭協会近畿学生研究会設立準備相談会 

４月１０日同設立会 

学生研究会顧問鳥羽正雄、桜井成広、伊礼正雄、井上宗和、江崎俊平、朽木史郎 

日本城郭学生研究会近畿在住会員１０名、日本城郭協会近畿支部学生会員６名その他６名に参加呼び

かけ 

設立会参加者１４名 

日本城郭協会近畿支部長桝田巌 



日本城郭協会学生研究会顧問朽木史郎 

学生研究会会員長谷川洋・神奈川県城郭研究会会員三橋正博 

近畿地方会員富原道晴、広瀬克己、吉村貴智、浜田裕子、山本さん、坂本直哉、林弘彦、佐々木拓二、

原謙二、橋本楯夫 

会長橋本楯夫、副会長広瀬克己、林弘彦、役員冨原道晴、大江喬正 選出 

４月２４日第１回見学会近江八幡城址、安土城址見学会 

と以上です。顧問の先生は全て故人、現在は城をやっているのは橋本楯夫と小生のみ、他は連絡在りま

せん。 

角田君や崎田兄弟、松岡君、宮田君、さらには中井君の参加以前の状況です。その後、井上さんの日本

城郭協会からの独立、日本城郭学生研究会からの独立とありました。会誌城春は皆の努力で２５号まで

続き、多くの研究家を輩出しました。 

なお、日本城郭学生研究会と中世城郭研究会の設立経緯については、故本田昇の紹介が全国城郭縄

張図集成に採録されている。改めて、彼の偉大さを痛感させられた。藤井尚夫と本田昇は２大巨人であ

る。 

５・城郭談話会勉強会報告創刊号・織豊系城郭とは何か 読後感 

 高田さんから創刊号のメールが送られてきた。喧噪の日常を離れて、検査の合間は読書三昧である。

多くの城郭本を読破しているが、改めて城郭談話会の活動と高田さんの活躍に驚いた。勉強会はいわば

松下政経塾のような高田城郭塾である。宿題を出し、回答を提出、添削という作業を一人でやっている。

時には北垣さんのような研究家を招き現地で研修会。それは通常の見学会ではなく、まさに討論会といえ

る。昔亡き本田昇と交わした遠慮のない議論がそこにはあった。このような城郭研究者養成機関が外に

あるだろうか。日本城郭協会の小中学生対象の城普及活動や各地研究会の講演会、見学会も貴重では

るが、中世城郭研究会や城郭談話会による真摯な討論の場が、何れ教育委員会や博物館の学芸員、大

学教員を多く輩出することになる。かって、日本城郭学生研究会が中世城館の縄張調査を全国に普及さ

せ、指導し、今の隆盛、さらには文化庁の悉皆調査を促したように、これから生まれてくる事に大きな希望

を見出した。又、報告された大学の城郭研究会の成果については、多く公開される機会が少ない。豊橋

東高校の狼煙は昭和３５年、中世城館の成果としては先駆的である。こちらにも狼煙全冊と若干の大学

研究会の報告書があるが、城別に収納しており全容はつかめない。河内高屋城については、明治の細

密な地籍図の発見、大阪府教育委員会の依頼によるヘリによる空撮、昭和４５年ごろの縄張調査とやっ

たが、縄張図のみ独り歩きしている。学生による城郭研究は其の行動力、若い故になんでも聞ける知識

欲、吸収が早いといいとこずくめである。悔いのない人生を歩んでいただきたい。古稀という年齢は後世

に何を残すかにある。高田さんを先人と言っては怒るだろうが、高田さんのまねは出来ない、城について

の４２年の空白は大きいが、印刷産業の未来を開拓したことに後悔はない、４２年前にタイムスリップして

自らできる道を歩みたい。 

織豊系城郭とは何かは実に最新の多様な研究成果をコンパクトに１４０編も収録している。研究の幅の

広さと編者の高田さんの人脈の広さに驚かされる。軍事の視点や旧陸軍の城郭研究、江戸の兵法城築

学、城絵図についての掲載はなかったが、全容が解明されていない分野と言える。日頃、最新研究から

遠ざかっている立場からはありがたい。富原文庫の発足の原点は安土城図屏風下絵の発見にある。名

護屋城図は屏風に仕立てられる居るが、下絵も２種、写しも発見されている。希望がないとは言えない。 
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